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（毎月 1 日発行）（毎月 1 日発行）（1）（1） 第748号 　2025年７月１日（火）第748号 　2025年７月１日（火）

☆組織の概況（5月31日現在） 組合員総数　5万0056人（5月の新加入者108人） 出資金総額　14億5644万1100円（1人平均　2万9096円）

第
100
回
通
常
総
代
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

一
、
通
常
総
代
会
１
０
０
回
の
歴
史
を
力
に
、
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
医
療
・
介
護
事
業
を
維

持
・
発
展
さ
せ
、
経
営
の
健
全
化
と
安
定
化
を
図
り
な
が
ら
、
事
業
・
経
営
・
運
動
を
組
合
員

と
職
員
の
「
協
同
」
で
進
め
よ
う
。

一
、
総
力
を
あ
げ
て
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
、
仲
間
ふ
や
し
・
出
資
金
ふ
や
し
の
目
標
を
達
成

し
、
津
軽
保
健
生
協
を
大
き
く
、
強
く
し
て
い
こ
う
。

一
、「
時
間
外
労
働 

月
80
時
間
・
引
退
前
提
80
歳
」
に
象
徴
さ
れ
る
絶
対
的
医
師
不
足
と
向
き
合
い
、

津
軽
地
域
の
行
政
・
医
療
機
関
と
力
を
合
わ
せ
て
、
医
師
の
確
保
・
育
成
を
進
め
、
誰
も
が
安

心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
提
供
体
制
を
実
現
し
よ
う
。

一
、
憲
法
を
守
り
生
か
し
、
大
軍
拡
・
改
憲
に
反
対
し
、
い
の
ち
と
く
ら
し
を
大
切
に
す
る
平
和
で

公
正
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
声
を
あ
げ
、
行
動
を
広
げ
よ
う
。

　
今
回
は
第
１
０
０
回
の
総
代
会
と
い
う
事
で
、

津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合
73
年
の
歴
史
の
中
で
も

ひ
と
つ
の
節
目
と
な
る
総
代
会
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　

皆
さ
ん
も
ご
参
加
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す

が
、
午
前
中
の
記
念
企
画
は
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。
津
軽
保
健
生
協
の
事
業
所
の
活
動
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
事
業
所
の
プ

レ
ゼ
ン
は
短
い
時
間
で
し
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

活
動
の
ほ
ん
の
一
部
し
か
紹
介
で
き
な
か
っ
た
と

は
思
い
ま
す
が
、
各
事
業
所
が
ど
ん
な
こ
と
を

　
６
月
14
日
に
津
軽
保
健
生
協
の
通
常
総
代

会
が
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
第
１
０
０
回
と
い
う
節
目
の

開
催
と
な
り
、
午
前
に
記
念
企
画
と
し
て
各

事
業
所
の
活
動
報
告
、
班
・
組
合
員
・
支
部

表
彰
・
永
年
勤
続
役
職
員
表
彰
、
新
入
医
師

紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
に
通
常
総
代

会
が
開
催
さ
れ
、
出
席
総
代
２
１
１
名
、
書

面
議
決
78
名
、
代
理
出
席
４
名
、
合
計
２
９

３
名
の
総
代
に
て
、
理
事
会
か
ら
提
案
さ
れ

た
第
１
号
議
案
か
ら
第
３
号
議
案
ま
で
す
べ

て
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
企

画
で
行
わ
れ
た
各
事
業
所
の
活
動
報
告
は
、

機
関
紙
「
健
康
」
８
月
号
に
て
内
容
を
紹
介

し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

新研修医５人に激励の声が飛ぶ

や
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
一
端
を
お
知
ら
せ
で
き

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
の
総
代
会
で
、「
津
軽
保
健
生
協
は
経
営

危
機
で
あ
る
」
と
話
し
ま
し
た
。「
経
営
危
機
と

い
う
よ
う
な
表
現
は
軽
々
に
使
う
も
の
で
は
な

い
」
と
の
お
叱
り
の
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
お
そ
ら
く
は
、
73
年
の
歴
史
の
中
で
最
も
経

営
的
に
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
私
は
入
職
し
て
40
年
弱
と
な
り
ま
す
が
、
入
職

し
て
か
ら
「
経
営
は
ま
っ
た
く
問
題
な
い
」
と
言

う
話
は
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お

そ
ら
く
そ
れ
以
前
も
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
少
な
か

ら
ず
「
常
に
厳
し
い
」
時
代
を
か
さ
ね
て
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
時
々
の
経
営
幹

部
・
理
事
・
総
代
の
方
々
・
職
員
、
そ
し
て
多
く

の
組
合
員
の
方
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
乗
り
こ

え
、
津
軽
保
健
生
協
の
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
経
営
状
況
に
関
し
て
は
専
務
の
報
告
の
中
で
詳

し
く
述
べ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
専
務
の

報
告
に
譲
り
ま
す
が
、
現
在
直
面
し
て
い
る
経
営

の
危
機
的
状
況
を
す
べ
て
の
職
員
・
組
合
員
の
力

を
結
集
す
る
こ
と
で
理
事
会
が
先
頭
に
立
っ
て
乗

り
切
っ
て
い
き
た
い
と
、
決
意
を
込
め
て
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
津
軽
保
健
生
協
は
国
民
皆
保
険
制
度
が
な
い
時

代
に
、
津
軽
の
貧
し
い
農
民
や
市
民
が
、
自
分
た

ち
が
か
か
れ
る
医
療
機
関
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
、

志
を
同
じ
く
す
る
医
療
従
事
者
な
ど
と
力
を
合
わ

せ
て
発
足
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
わ
た
し
た
ち
の

先
輩
た
ち
も
含
め
常
に
「
最
も
弱
い
立
場
の
人
」

に
寄
り
添
う
こ
と
を
基
本
に
事
業
活
動
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
現
在
私
た
ち
津
軽
保
健
生
活
協
同
組

合
は
厳
し
い
経
営
危
機
状
態
で
す
が
、
経
営
は
私

た
ち
の
本
来
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
経
営
的
な
裏
付
け

が
な
け
れ
ば
、
こ
の
地
で
事
業
活
動
を
続
け
て
い

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た
ち
の
最
も
根

源
的
な
使
命
は
、「
こ
の
津
軽
の
地
か
ら
い
な
く

な
ら
な
い
」
こ
と
で
す
。

　
人
も
動
物
も
誰
も
が
、
平
和
で
健
や
か
に
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
福
祉
の
活
動

を
通
じ
て
津
軽
地
域
に
住
む
人
び
と
の
健
康
と
暮

ら
し
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
初
代
組
合
長
・
津
川
武
一
さ
ん
の
言
葉

を
『
医
療
を
民
衆
の
手
に
』
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

い
か
に
美
し
い
故
里
で
も
、
ま
た
ど
ん

な
に
り
っ
ぱ
な
病
院
を
も
と
う
と
も
、
働

く
人
び
と
が
貧
し
さ
の
故
に
医
療
を
安
ん

じ
て
う
け
ら
れ
な
い
現
実
が
あ
る
か
ぎ
り
、

そ
れ
は
悲
し
い
く
に
で
あ
る
。

　

古
い
城
下
町
の
弘
前
も
、
り
ん
ご
と
米

の
み
の
り
豊
か
な
農
村
も
美
し
い
。
そ
の

美
し
さ
が
、
人
間
が
人
間
と
し
て
生
き
て

い
く
た
め
の
美
し
さ
、
豊
か
さ
に
む
す
び

つ
く
ま
で
、
津
軽
の
働
く
人
び
と
が
ほ
ん

と
う
の
し
あ
わ
せ
を
つ
か
む
ま
で
―
津
軽

野
に
光
の
さ
し
こ
む
ま
で
、
私
た
ち
は
民

衆
と
と
も
に
た
た
か
い
つ
づ
け
て
い
く
だ

ろ
う
。

理事長
伊藤　真弘

総代のみなさんが熱心に耳を傾けて、総代のみなさんが熱心に耳を傾けて、
津軽保健生協の明日を共に考えました津軽保健生協の明日を共に考えました
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全日本民医連経営部の現地調査（2024年12月）
～各事業所の経営分析や改善策を議論
●経営管理が不十分（進捗管理など）
●本部・病院事務局機能の弱さ（部長不在など）
●職員配置数や委託費などの大きな見直しが必要
●事業継続の判断が必要な事業所あり
●複数年かけて改善する資金的な余裕はない、
1年で必要な水準に回復することをめざすべき
→2025年度は必要剰余獲得の予算作成
をめざす決意

経営課題

職員集会で意思統一を図るも前進かなわず。
 5年平均▲4,600万円の赤字で事業継続困難。その
要因が利用者確保困難、さらにその理由が地域需
要の変化、外部施設の入所待ち減少で、この先も
状況が変わる展望がない。

単独型ショートステイは全国的に厳しく
各地で事業転換や休廃止が検討されている

介護事業の課題
健生介護センター虹
ショートステイ事業の休止（2025年5月末で完了）

●職員向け学習教材：医療生協の理解・復習
●出資金増資スタンプカード
●出資金2,000円以下組合員への訪問
●組合員活動の前進
理事・職員・組合員が一体となった創意工夫のと
りくみ

結果：数としては4年連続の組合員・出資金の減少
減資額：1.4億円（直近7年で最多）

大運動方針の実践

初期研修医 23年度2名、24年度4名、25年度5名
23年度の2名が終了し、2名とも青森県民医連に在
籍しながら専門研修へ

既卒医師入職1名、退職6名：医師数減少
→医療活動（質・量）への影響、現在在籍医師の負
担増が危惧される

青森県民医連全体で依然として医師不足

医師確保の課題 2024年度 世界の情勢

 ロシアのウクライナ侵略：戦闘の長期化、人道危機の深刻化、
避難民の増加、インフラの破壊

 イスラエル・パレスチナの衝突：民間人の被害増加、物資の
不足、不十分な支援

 日本被団協のノーベル平和賞受賞：核廃絶へ向けた長年のと
りくみが国際的に評価

 トランプ大統領再選：経済、外交・安保、エネルギー政策な
どが世界経済や国際関係へ影響する可能性

処遇改善のための加算は適切に賃金改善へ充当
訪問看護ステーション看護師へ調整手当
ケアマネ手当の増額
→ケアマネは政府による処遇改善政策の対象外
ケアマネの賃金増をめざした運動が必須

２交代制勤務の導入（検査科、放射線科）
看護師夜勤2交代導入へ向けたプロジェクト
法人休日、4週8休、定年延長などは継続課題

働き方・待遇改善の推進 2024年度 日本の情勢
 衆議院選挙結果：与党が過半数割れ、石破内閣の発足
 防衛費増額、防衛特別法人税・防衛特別所得税の導入検討
 物価高騰・あらゆる物価の高騰止まらず、米の価格上昇
 医療・介護業界の危機：倒産件数過去最多
 高額療養費制度自己負担限度額引き上げは白紙撤回を
 マイナ保険証一本化に対する不安
 能登半島地震から1年以上経過、長期的な視点で支援を
 原子力発電の利用拡大が明確化、ALPS処理水放出の継続

支部活動交流集会で学習会実施
学習の範囲と内容をさらに充実させ、多くの職員と
組合員の討議や理解を広げる必要がある

津軽保健や各支部の今後のあり方についてさらに深
めていく

組合員参加のあり方提言

2024年度は計10回発行、4面・8面それぞれ5回
支部活動、事業所活動のほか、「医師からの紙ヒ
コーキ」「健生病院の仕事人たち」などシリーズが
好評

虹の投書箱への誠実な回答で組合員になった人も
新年号では初期研修医による座談会企画
豪雪で手配り厳しく2月号を発行中止、3月号を8面
構成で充実

機関紙「健康」の活用

平和行進への参加
原水禁（広島）に医師2名含む3名派遣
「自分たちから平和活動を救っていきたい」

能登半島被災地へ組織部員が支援、健康チェックや
訪問行動への取り組み

社保平和委員会が中心となって、各種署名やスタン
ディングアピール、学習会などが旺盛に取り組まれ
た

平和と人権を守る活動

高齢者の救急搬送が増加しており、2023年の搬送
件数は前年比5％増の12,392人、そのうち約7割
が65歳以上。2024年10月に「地域包括医療病
棟」を開設し、リハビリや栄養管理、入退院支援
を提供して在宅復帰を支援。半年間で292人の患
者を受け入れた。

重点課題として業務効率化を推進。プロジェクト
チームがカルテ記録や申し送りを見直し、多職種
で業務改善を実施。これにより残業時間を3割削減、
医療事故ゼロを達成。

健生病院の事業活動

地域組合員との交流を促進、病院大会参加や大規模
な地域訪問を実施。入院着に組合員価格を設けるな
ど加入促進策を講じ、組合員は前年比188人増の
657人の仲間ふやし。

積極的な入院患者受け入れで病床利用率が向上
医師体制の悪化で外来、手術、内視鏡、分娩が減少
医師体制に頼らないリハビリや健診を伸ばし増収に
つながった

健生病院の事業活動

【生協強化月間】
✓秋の全国統一月間と支部独自の二か月の月間設定
✓月間推進委員会を３ブロック（中弘・南黒・西
北）で開催、月間方針の意思統一

✓組合員台帳整理訪問、お元気ですか訪問、増資の
お願い訪問

✓待合室や病室での組合員加入・増資の訴え
✓職員と組合員共同の地域訪問

組合員活動

四中りんご・さくら支部
合同健康まつり

深浦岩崎支部
活動者交流集会

【班会・たまり場で健康づくり・安心づくり】
✓134班で年間817回の班会、延べ4,282名が参加
✓健生病院の班会メニューが年69回で好評、町会に
呼びかけての開催も

✓和徳、大成、三大、文京、東中、南、黒石の各支
部たまり場でゆるやかなつながりづくり

【個別課題】
✓市浦支部が10年ぶりに運営体制確立で再建

組合員活動

大成支部たまり場
「わとなの生き活きサークル」

和徳支部たまり場
「サロンつくし」

第第１１号号議議案案

2024年度事業報告、
決算関係書類の承認に関する件

経営課題
 2024年度決算

事業剰余▲6.0億円（予算+0.8億円、前年+7.1億円）
経常剰余▲5.7億円（予算+1億円、 前年+3.5億円）
☆病床利用率の向上、健診受け入れなどによる収益増加
毎日の予算管理（患者数目標の到達把握）などで前進

☆職員配置数の適正化、時間外業務削減（プロジェクトの成果）
材料・在庫の見直し、委託業務内容の見直し

予算・前年を超過したものの、必要剰余には大き
く届いておらず“経営危機”状態が継続

※必要剰余までにはあと6億円の改善が必要

①⑦⑬

②⑧⑭

③⑨⑮

④⑩⑯

⑤⑪⑰

⑥⑫⑱
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（
２
面
か
ら
つ
づ
く
）➡

【出資金ふやし】
✓9,936万6,800円（目標比40％、前年比108％）
✓自由脱退2,225万3,400円、法定脱退3,630万3,400円
減資8,367万2,800円

✓4,286万2,800円の純減、総出資金14億5,285万円
✓20支部が自主目標達成

【班づくり】
✓新班11班結成、廃班18班で登録班が減少
✓9支部が自主目標達成

組合員活動

役員変更のお知らせ

2025年7月1日より

【専務理事】 泉谷雅人

（現・常務理事

および健生病院事務局長）

【副専務理事】 村上渡

（現・専務理事）

【財政状況】
純資産 4億2,516万円 ※自己資本比率3.5％
現預金 10億1,357万円 ※月商倍率1.15倍
借入金 短期 ：1.6億円（年末一時金支給目的）

長期 ：68億8,339万円
組合債：2,111万円

✓電子カルテ更新費用7億円を含めて10億7,724万円の減少
✓月商倍率1.15倍で最低限保持すべき水準だが、資金減少構造のため今
後の資金繰りには十分な留意が必要

✓長期借入金は約定通り返済が進んでいる
✓出資金は4年連続で純減

経営活動

【決算の概要】

 事業収益 105億5,084万円（予算△2億4,698万円、前年＋1億9,230万円）
 事業費用 111億5,791万円（予算△3億3,423万円、前年△5億2,204万円）
 事業剰余金△6億 707万円（予算+8,724万円、前年＋7億1,434万円）
 経常剰余金△6億7,125万円（予算＋9,803万円、前年＋3億5,147万円）
 当期剰余金△5億7,058万円（予算＋1億66万円、前年＋3億6,227万円）

償却前経常剰余（≒獲得資金）
1億806万円 →赤字であった前年から4.1億円の改善となり予算も上回っ

たが、予算が必要な水準に大きく届いていないため、予算
を達成しても資金が減少した。

経営活動

Ⅰ 当期未処理損失金 1,012,223,791円
Ⅱ 損失金処理額 0円
Ⅲ 次期繰越損失金 1,012,223,791円

※前期からの繰越損失金 441,641,122 円に
2024年度の当期剰余金 △570,582,669 円の赤字を
加えた額が次期に繰り越す損失金

損失処理案

第第２２号号議議案案

202５年度事業計画、予算の承認に関する件

厚労省で記者会見（2025.6.12）

飯田保険医協会理事

津川保険医協会会長

診療報酬の抑制によって、医
療が危機を迎えている－－。
開業医らで構成する「全国保
険医団体連合会」（保団連）
が6月12日、厚生労働省で会
見を開き、全国の病院が経営
難に陥っており、このままで
は医療が崩壊しかねないと
うったえ、診療報酬の引き上
げを求めた。

「もう限界だ」医療現場から悲鳴…診療報酬の抑制で病院経営が苦
しく 「崩壊の危機」保団連が訴え

重点課題①2つの危機への対応
① 組合員参加の危機
・班活動や健康づくり活動の定期開催
・若年層・子育て世代へのアプローチ強化
・組合員のあり方提言（医福連）の学習と協議

② 経営・事業継続の危機
・2025年度予算の超過達成
・財政支援や安定経営を求める運動への参画

青森県庁
健康福祉部長訪問（2025.4.17）

泉谷事務局長 竹内院長
村上専務 今専務（青森保健）

飯田保険医協会理事
津川保険医協会会長 守川健康福祉部長

多世代の参加促進
地域イベント・学習会

健康講座、介護予防体操、認知症カフェ等
協同の場を創出

地域需要と事業が合致しているかを再点検し、
必要あれば需要に即した提供体制を再構築

重点課題②地域に開かれた津軽保健

重点課題③事業戦略

継続課題

（１）経営危機からの脱却
（２）組合員活動、仲間ふやし、出資金ふやし
（３）医師確保と配置の課題
（４）職員の働き方・待遇の見直し
（５）機関紙「健康」の活用と全国への情報発信
（６）平和と人権を守る活動

組合員活動の取り組み
班会・たまり場づくりで健康づくり安心づくり
・フレイル、認知症予防で健康寿命
・世代や組合員の枠を超えた多様な参加
・町会や団体など地域の連携で新たなつながりを
・楽しい居場所づくりと安心づくり

担い手探しを粘り強く
2025年度も大運動方針のとりくみ
活動の結果として四課題の達成を

委員会・事業所の2025年度活動
【組合員活動委員会】【社会保障平和委員会】
【事業所利用ボランティア委員会】
【健康づくり委員会】【教育委員会】

◆健生病院 ◆健生クリニック ◆藤代健生病院
◆津軽医院 ◆健生五所川原診療所
◆健生黒石診療所 ◆健生訪問看護ステーションたまち
◆地域生活支援センターぴあす
◆弘前市第一地域包括支援センター

詳細は議案書をご確認ください。

経営課題

 2025年度予算到達
経常剰余 0.49億円（前年＋6.2億円）
償却前経常剰余 6.40億円（前年＋5.3億円）0.6億円不足

事業収益 109.7億円（前年＋4.2億円）
事業費用 109.4億円（前年▲2.1億円）

必要剰余＝償却前経常剰余７億円
※償却前経常剰余＝経常剰余+減価償却費

かなり高い目標となるが、
この予算をやりきることで未来が拓ける

【生協四課題】
✓5支部が四課題達成、6支部が三課題達成

【仲間ふやし】
✓1,508名（目標比60％、前年比125％）
✓自由脱退354名、法定脱退1,235名
✓組合員数は81名の純減、総組合員数49,907名
✓長期住所不明の組合員整理は実施せず
✓18支部、2事業所が自主目標達成

組合員活動

以上で第１号議案と第２号議案の

提案を終わります

和徳支部
担い手探し訪問

⑲㉑㉓

⑳㉒㉔

㉕㉙㉝

㉖㉚㉞

㉗㉛㉟

㉘㉜

医師をはじめとする医療・介護従事者の確保と
養成、質・量の両面から人材育成にとりくむ

研修・学習機会の拡充
働きがいと誇りのある職場づくりの推進

医療福祉生協の理念と活動を発信
他協働組合・自治体との連携強化
平和で公正な社会づくりへの行動

重点課題④人材確保・育成と質の向上

重点課題⑤2025国際協同組合年を機に
した連携と社会的発信

重点課題③人材確保・育成と質の向上
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⑴
班
会
開
催
の
部

❶
３
年
連
続
指
標
班
と
し
て
班
会

を
開
催
し
た
班
の
部

時
敏
支
部
：
み
や
ぞ
の
班

東
中
支
部
：
ひ
か
り
班

❷
５
年
連
続
指
標
班
と
し
て
班
会

を
開
催
し
た
班
の
部

三
大
支
部
：
カ
ッ
コ
ウ
班

田
舎
館
支
部
：
カ
ト
レ
ア
班​​

	

ト
ル
コ
き
き
ょ
う
班

⑵
総
代
・
支
部
役
員
・
担

い
手
と
し
て
活
動
し
５

年
を
経
た
組
合
員

時
敏
支
部
：
２
名

和
徳
支
部
：
１
名

河
西
支
部
：
２
名

下
町
支
部
：
１
名

大
成
支
部
：
４
名

三
大
支
部
：
４
名

四
中
り
ん
ご
支
部
：
３
名

五
中
支
部
：
２
名

東
中
支
部
：
１
名

南

支

部
：
２
名

南
中
央
支
部
：
１
名

南
石
川
支
部
：
２
名

北

支

部
：
１
名

相
馬
支
部
：
１
名

黒
石
支
部
：
６
名

尾
上
支
部
：
１
名

田
舎
館
支
部
：
７
名

平
賀
支
部
：
２
名

大
鰐
碇
ヶ
関
支
部
：
３
名

浪
岡
支
部
：
１
名

常
盤
支
部
：
１
名

藤
崎
支
部
：
２
名

板
柳
支
部
：
１
名

五
所
川
原
支
部
：
８
名

中
里
支
部
：
１
名

小
泊
支
部
：
１
名

木
造
新
田
支
部
：
２
名

鰺
ヶ
沢
支
部
：
１
名

�

計
64
名

⑶
特
別
表
彰
の
部

❶
四
課
題
中
、
3
課
題
以
上
を
達

成
し
た
支
部
の
部

和
徳
支
部
、
北
東
支
部
、
岩
木

支
部
、
黒
石
支
部
、
尾
上
支

部
、
田
舎
館
支
部
、
五
所
川
原

支
部
、
金
木
支
部
、
中
里
支

部
、
市
浦
支
部
、
小
泊
支
部

❷
新
聞
配
布
者
を
10
名
以
上
増
や

し
た
支
部
の
部

和
徳
支
部
、
岩
木
支
部
、
黒
石

支
部

生
協
活
動
に
貢
献
し
た
総
代
・
支
部
役
員
・�

�

担
い
手
で
第
一
線
か
ら
退
い
た
組
合
員
の
部

北
東
支
部
：
葛
西　

え
つ​

	

相
馬　
　

喬​
	

永
井　

チ
セ

河
西
支
部
：
佐
藤　

節
子

大
成
支
部
：
木
村　

孝
一

四
中
り
ん
ご
支
部
：
阿
部　

芳
子

五
中
支
部
：
平
山　

忠
衛​

	

奈
良
岡
あ
い
子​

	

木
立　

裕
子

東
中
支
部
：
工
藤　

敦
子

南

支

部
：
中
畑　

光
子​

	

小
林　

幸
子​

	

加
藤　

ミ
サ​

	

對
馬　

和
幸​

	

斉
藤
恵
美
子

相
馬
支
部
：
宮
川　

洋
子

尾
上
支
部
：
西
﨑　

昭
吉​

	

今　
　

ゆ
こ​

	

石
田　

俊
悦

田
舎
館
支
部
：
福
地　

光
紀

平
賀
支
部
：
三
浦　

あ
き​

	

小
林　

清
逸

板
柳
支
部
：
上
原　

信
子

五
所
川
原
支
部
：
上
見　

む
つ​

	

島
村
喜
久
子​

	

髙
橋　

恵
子​

	

高
橋　

み
つ​

	

三
橋
す
ず
江

金
木
支
部
：
鳴
海　

京
子​

	

大
槻　

利
子

中
里
支
部
：
坂
田
カ
ツ
ヱ

木
造
新
田
支
部
：
中
村　

正
行​

	

瓜
田
と
き
ゑ

＊
指
標
班
と
は

①
班
長
が
選
出
さ
れ
て
い
る

②
機
関
紙
が
配
布
さ
れ
て
い
る

③
年
3
回
以
上
班
会
を
開
い
て
い
る

④
生
協
四
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る

髙
松
　
利
昌
　
総
代
（
和
徳
支
部
）

支
部
の
活
動
エ
リ
ア

が
、
生
協
会
館
の
あ
る

地
域
だ
。
そ
の
中
に

「
第
一
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
と
「
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
あ
り
、
高
齢
者
の
集
い
の
場
づ
く

り
の
働
き
か
け
を
受
け
て
、「
サ
ロ
ン
つ
く

し
」
の
名
称
で
当
支
部
が
２
０
１
９
年
２
月

か
ら
開
始
し
た
。
当
初
は
月
２
回
の
取
り
組

み
で
、
冬
季
間
足
元
不
安
の
た
め
３
月
ま
で

休
み
、
そ
の
後
月
１
回
開
催
に
減
ら
し
た
。

開
催
の
案
内
は
月
１
回
発
行
の
「
支
部

ニ
ュ
ー
ス
」
だ
け
に
載
せ
て
い
た
が
、
そ
の

後
他
県
の
取
り
組
み
の
例
か
ら
、
内
輪
の
取

り
組
み
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
町
会
の
回
覧

に
も
入
れ
て
も
ら
う
段
取
り
を
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
た
。
支

部
レ
ク
参
加
者
の
増
加
に
つ
な
が
り
、
昨
年

10
月
の
十
和
田
湖
へ
の
レ
ク
参
加
者
は
54
名

と
な
り
、
新
た
な
組
合
員
も
増
え
た
。

今
年
は
「
国
際
協
同
組
合
年
」
で
も
あ

り
、
近
隣
の
コ
ー
プ
あ
お
も
り
和
徳
店
・
㈱

フ
ァ
ル
マ
の
協
力
も
得
て
、
盆
踊
り
を
企

画
。
サ
ロ
ン
つ
く
し
で
３
回
、
盆
踊
り
と

デ
ィ
ス
コ
の
練
習
中
だ
。
室
内
だ
け
の
行
事

に
限
定
せ
ず
、
市
内
外
の
神
社
仏
閣
な
ど
の

見
学
ツ
ア
ー
も
企
画
し
て
い
る
。

昨
年
度
は
四
課
題
の
目
標
も
達
成
。
そ

し
て
「
健
康
」
手
配
り
率
も
84
・
４
％
で
、

機
関
紙
配
布
率
で
全
支
部
の
ト
ッ
プ
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
地
域
に
影
響
力
を
発
揮
で
き
る

支
部
に
成
長
し
て
い
き
た
い
。

今
年
４
月
期
の
月
次
仮
決
算
で
は
現
預

金
額
が
２
億
８
百
万
円
減
っ
て
８
億
５
百
万

円
、
月
商
倍
率
は
０
・
92
倍
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

次
に
、
今
年
度
予
算
案
で
は
、
償
却
前

経
常
剰
余
を
６
・
４
億
円
と
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
で
も
必
要
利
益
に
は
届
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も

６
・
４
億
円
を
ど
の
よ
う
に
し
て
実
現
す
る

の
か
。

国
の
２
０
２
５
年
度
予
算
を
成
立
す
る

た
め
に
自
民
公
明
両
党
は
維
新
の
会
と
合
意

き
な
く
な
り
、
あ
る
日
突
然
地
域
か
ら
医
療

機
関
が
な
く
な
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。
昨
今

の
物
価
賃
金
上
昇
に
よ
り
、
も
は
や
こ
の
ま

ま
の
や
り
方
で
は
医
療
機
関
の
経
営
は
安
定

し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
長
期
借
入
金
の

返
済
原
資
が
出
て
こ
な
い
。
ま
さ
に
当
生
協

を
代
弁
し
て
い
る
よ
う
な
問
題
を
提
起
さ
れ

た
。
昨
年
経
営
危
機
と
自
ら
宣
言
し
た
当
生

協
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
立
て
直
し
を
図
る

か
。そ

う
い
う
と
き
、「
健
生
病
院
医
報
」
と

い
う
冊
子
を
知
っ
た
。
竹
内
健
生
病
院
院
長

が
お
書
き
に
な
っ
た
健
生
病
院
２
０
２
３
年

の
振
り
返
り
と
２
０
２
４
年
目
標
と
題
す
る

巻
頭
言
が
あ
っ
た
。
健
生
病
院
の
ト
ッ
プ
と

し
て
病
院
の
現
場
で
行
っ
た
こ
と
、
考
え
て

い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
大
き
い
方

針
、
具
体
策
、
取
り
組
む
意
義
、
意
気
込
み

な
ど
が
示
さ
れ
、
何
と
し
て
も
事
業
と
し
て

存
続
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
硬
い

決
意
を
表
明
し
、
全
職
員
の
知
恵
を
出
し
合

い
、
地
域
組
合
員
の
協
力
も
経
て
経
営
改
善

を
進
め
て
い
こ
う
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。
私

は
３
回
読
み
、
胸
の
つ
か
え
が
取
れ
た
。
竹

内
院
長
に
は
願
わ
く
ば
そ
の
後
を
ご
執
筆
い

た
だ
き
た
い
。
今
年
の
「
健
生
病
院
医
報
」

の
巻
頭
言
は
泉
谷
事
務
局
長
が
「
２
０
２
５

年
問
題
と
病
院
経
営
の
現
実
」
と
題
し
て
鉛

筆
を
な
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
国
の
施

策
が
い
か
に
足
元
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
か

を
告
発
し
て
い
る
。

今
消
費
税
論
議
が
政
治
の
世
界
で
は
盛

ん
だ
。
こ
の
消
費
税
と
い
う
悪
税
を
当
生
協

は
５
年
間
で
20
億
円
も
払
わ
さ
れ
て
い
る
。

繰
越
損
失
は
10
億
円
だ
か
ら
、
そ
の
倍
払
っ

て
い
る
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
ま
さ
に
今
は
左

う
ち
わ
と
な
る
。
そ
う
い
う
風
な
こ
と
で
、

今
後
と
も
大
局
観
に
立
っ
た
経
営
活
動
を
通

し
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

浅
利
　
直
志
　
総
代
（
常
盤
支
部
）

①
組
合
員
参
加
の
危

機
の
打
開
・
克
服
に

つ
い
て
・
多
世
代
お

よ
び
子
育
て
世
代
の

参
加
を
促
す
親
子
企
画
と
は
？
（
Ｐ
65
）

②
健
生
エ
リ
ア
、
藤
代
病
院
の
経
営
改

善
に
つ
い
て
。
25
年
度
経
営
剰
余
で
約
４
億

円
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
は
並
み
大
抵
の
こ
と
で

は
達
成
で
き
な
い
課
題
。
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
具
体
策
を
２
つ
３
つ
程
明
ら
か
に
。

櫻
庭
　
友
子
　
総
代
（
岩
木
支
部
）

支
部
の
現
状
は
、
１
５

１
０
世
帯
が
組
合
員
。

全
世
帯
の
45
％
で
す

が
、
最
近
は
高
齢
化
で

新
し
い
役
員
、
担
い
手
を
見
つ
け
る
こ
と
が

課
題
で
す
。
休
止
す
る
班
が
増
え
て
い
て
手

配
り
が
で
き
ず
郵
送
が
増
え
て
い
ま
す
。

黙
っ
て
い
る
と
状
況
は
悪
く
な
る
一
方
な
の

で
、
昨
年
組
合
員
訪
問
に
取
り
組
ん
で
き

て
、新
規
加
入
24
名
、担
い
手
21
名
に
な
り
、

三
課
題
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

協
力
い
た
だ
い
た
職
員
、
組
合
員
の
方
に
心

か
ら
感
謝
し
た
い
。

昨
年
は
特
に
雪
の
被
害
が
多
く
て
、
組

合
員
の
お
宅
を
訪
問
す
る
と
、
家
族
の
介
護

や
病
院
通
い
の
大
変
さ
を
話
す
人
も
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
声
を
聞
き
、
組
合
員
に
寄
り

添
い
、
班
会
に
お
誘
い
し
た
り
、
つ
な
が
る

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
年
も

４
月
か
ら
組
合
員
訪
問
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
う
れ
し
い
こ
と
に
３
月
に
新
し
い
班
が

誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
み
ん
な
で
、
組

合
員
健
診
を
受
け
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
休

止
し
て
い
た
「
支
部
ニ
ュ
ー
ス
」
を
再
開
し

ま
し
た
。
早
速
「
支
部
レ
ク
」
に
参
加
し
た

い
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
楽

し
く
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
　
富
子
　
総
代
（
市
浦
支
部
）

第
１
０
０
回
総
代
会

に
、
市
浦
支
部
の
再
建

を
報
告
し
ま
す
。
昨
年

10
月
11
日
に
、
15
年
ぶ

り
に
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
私
が
い

ま
支
部
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
父
親
が
保
健
生
協
の
活
動
を
し
て

い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
て
書
き
換
え
の
訪
問

を
受
け
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
そ
し
て

「
健
康
新
聞
」
の
手
配
り
を
頼
ま
れ
た
の
で

す
。
そ
の
後
、
支
部
体
制
を
整
え
よ
う
と
な

り
、
10
月
に
総
会
を
開
催
し
、
副
支
部
長
、

事
務
局
長
も
お
願
い
し
て
、
再
建
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
ご
指
導
を
お
願
い
し
、
経
過
報
告

と
い
た
し
ま
す
。

外
崎
　
良
一
　
総
代
（
中
里
支
部
）

生
協
四
課
題
の
支
部

目
標
が
達
成
で
き
た

活
動
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

昨
年
７
月
20
日
の
西
北
健
康
ま
つ
り
で
中
里

か
ら
21
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
出
資
金
の
協

を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２
０
２
６
年
度

か
ら
は
医
療
費
だ
け
で
４
兆
円
も
の
削
減
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
政

府
の
動
き
を
許
さ
な
い
闘
い
も
必
要
で
す
。

石
田
　
久
　
総
代
（
時
敏
支
部
）

サ
テ
ラ
イ
ト
ク
リ

ニ
ッ
ク
実
現
に
向
け

て
。
健
生
病
院
・
健

生
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
扇

町
に
移
転
し
て
早
や
８
年
。
コ
ロ
ナ
を
経
験

し
、
異
常
な
物
価
高
騰
の
影
響
も
あ
り
、
病

院
経
営
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
か

つ
て
生
協
会
館
に
診
療
所
機
能
の
設
置
が
提

起
さ
れ
、
第
90
回
総
代
会
に
お
い
て
第
４
次

中
長
期
事
業
計
画
を
討
論
し
た
折
、
旧
健
生

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
診
療
所
機
能
の
存
続
へ
の
努

力
が
修
正
動
議
と
し
て
出
さ
れ
、
可
決
し

た
。
青
森
民
医
連
加
盟
事
業
所
の
医
師
体
制

が
逼
迫
し
て
い
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
や
経
営

の
視
点
か
ら
も
重
要
だ
。
さ
ら
に
97
回
総
代

会
で
も
、
実
現
に
向
け
引
き
続
き
設
置
を
展

望
し
た
。
今
回
第
１
０
０
回
の
記
念
す
べ
き

総
代
会
で
は
ど
の
よ
う
に
具
体
的
な
提
案
が

さ
れ
る
の
か
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。
地
域
と

医
療
生
協
が
一
体
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り
や

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
た
め
に
も
サ

テ
ラ
イ
ト
実
現
を
強
く
要
望
す
る
。

高
橋
　
佳
孝
　
総
代
（
五
所
川
原
支
部
）

中
医
協
の
資
料
の
中

で
、
病
院
の
収
支
構
造

の
変
化
と
い
う
、
２
０

１
８
年
と
２
０
２
３

年
を
対
比
し
た
資
料
が
あ
っ
た
。
事
業
収
益

は
10
％
、
し
か
し
事
業
費
用
は
15
％
も
伸
び

て
、
結
果
、
事
業
利
益
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ

て
い
る
。
内
容
は
人
件
費
以
外
の
医
薬
品
だ

と
か
医
療
材
料
費
、
委
託
費
だ
と
か
そ
う
い

う
も
の
が
人
件
費
を
倍
す
る
増
加
率
に
な
っ

て
い
る
。
当
生
協
だ
け
で
は
な
く
全
国
的
に

も
こ
う
い
う
段
階
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
た
。
日
本
医
師
会
出
身
の
委
員
が
大
変

厳
し
い
発
言
を
し
て
い
る
。
現
在
の
経
営
は

大
変
厳
し
く
、
賃
金
上
昇
物
価
高
騰
、
さ
ら

に
は
医
療
の
技
術
革
新
へ
の
対
応
が
で
き
な

い
、
こ
の
ま
ま
で
は
人
手
不
足
に
拍
車
が
か

か
り
、
患
者
さ
ん
に
適
切
な
医
療
が
提
供
で

全
体
討
論
の
要
旨

全
体
討
論
の
要
旨

（
５
面
へ
つ
づ
く
）➡
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専
務
就
任
と
総
代
会
閉
会
の

ご
あ
い
さ
つ�

泉
谷
　
雅
人

　
こ
の
た
び
7
月
か
ら
専
務
理
事
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
泉
谷
雅
人
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
初
め
に
、
津
軽
保
健
生
協
の
歩

み
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
す
べ
て
の
皆
さ

ま
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
津
川
武
一
先
生
は
じ
め
津
軽
保
健

生
協
に
関
わ
る
す
べ
て
の
皆
さ
ま
の
志

と
実
践
が
あ
っ
て
こ
そ
、
今
の
津
軽
保

健
生
協
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
保

障
制
度
は
大
き
な
転
換
点
に
あ
り
ま

す
。
国
の
進
め
る
社
会
保
障
費
削
減
の

流
れ
は
、
医
療
・
介
護
の
現
場
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
必
要
な
と
き
に
必
要
な
医
療
が
受

け
ら
れ
る
と
い
う
、
当
た
り
前
の
安
心

が
揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
社
会
保
障

費
の
削
減
は
地
域
の
命
と
健
康
を
蔑
ろ

に
す
る
も
の
で
す
。

　

津
軽
保
健
生
協
は
、
協
同
の
力
に

よ
っ
て
支
え
合
う
医
療
・
介
護
の
か
た

ち
を
、
地
域
の
力
で
実
践
し
て
き
た
組

織
で
す
。
こ
の
歴
史
と
理
念
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
私
は
専
務
理
事
と
し
て
、

い
ま
目
の
前
に
あ
る
課
題
と
正
面
か
ら

向
き
合
い
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

歩
ん
で
い
く
決
意
で
す
。

　
本
日
の
総
代
会
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら

貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を
多
数
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
声
に
は
、

地
域
へ
の
強
い
思
い
と
、
津
軽
保
健
生

協
へ
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
声
を
し
っ

か
り
と
受
け
と
め
、
組
織
運
営
に
反
映

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
地
域
の
実
情
に
根
ざ
し
た

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
立
場
か
ら
、

声
を
上
げ
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
と
も

に
支
え
合
い
、

た
た
か
う
協
同

の
力
を
、
皆
さ

ん
と
と
も
に
育

ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

力
も
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

秋
の
生
協
強
化
月
間
の
取
り
組
み
で
、

名
義
変
更
を
依
頼
し
た
訪
問
行
動
で
は
、
健

康
新
聞
手
配
り
先
で
名
義
変
更
を
２
件
、
組

合
員
の
出
資
金
相
続
２
件
の
協
力
が
得
ら
れ

ま
し
た
。

支
部
レ
ク
と
し
て
、「
弘
前
城
菊
と
紅
葉

ま
つ
り
」
～
花
咲
温
泉
に
出
か
け
20
名
の
参

加
が
あ
り
、
出
資
金
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

24
年
度
の
活
動
成
果
で
一
番
大
き
か
っ

た
の
が
「
下
豊
岡
班
の
結
成
」
で
す
。
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
１
０
０
歳
体
操
」

の
世
話
人
に
支
部
の
運
営
委
員
が
関
わ
っ
て

く
れ
て
お
り
、
新
班
を
結
成
し
、
６
人
が
新

加
入
。
担
い
手
と
し
て
班
長
・
副
班
長
を
出

し
、
新
聞
手
配
り
の
協
力
も
得
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、「
班
会
を
基
礎
に

し
た
組
合
員
活
動
」
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

支
部
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
１
０
０
歳
ま
で

健
康
で
長
生
き
し
よ
う
』
を
実
践
す
る
た
め

に
も
、
組
合
員
活
動
と
健
康
づ
く
り
の
運
動

を
、
み
な
さ
ん
の
力
も
借
り
な
が
ら
25
年
度

も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
々
木
　
義
仁
　
総
代
（
黒
石
支
部
）

支
部
レ
ク
は
夏
と
冬

の
２
回
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
温
泉
地

で
ラ
ン
チ
＋
入
浴
と

い
う
ス
タ
イ
ル
で
し
た
が
、
昨
年
は
康
楽
館

で
観
劇
、
冬
は
人
形
劇
「
金
多
豆
蔵
」
を
観

ま
し
た
。
そ
の
結
果
２
回
の
支
部
レ
ク
で
前

年
よ
り
29
名
多
く
参
加
し
、
そ
の
場
で
の
加

入
者
も
８
名
。
今
年
は
８
月
１
日
に
八
戸
三

社
大
祭
を
予
定
。
希
望
者
が
と
て
も
多
く
、

70
名
を
超
え
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
の
組
合

員
も
15
人
は
い
ま
す
。
参
加
す
る
た
め
に
組

合
に
入
る
と
い
う
意
思
表
示
を
し
て
い
る
人

（
当
日
加
入
）
は
11
名
で
す
。

コ
ロ
ナ
で
活
動
自
粛
に
な
っ
た
時
は
現

地
集
合
、現
地
解
散
、短
時
間
を
合
言
葉
に
、

ひ
だ
ま
り
カ
フ
ェ
（
居
場
所
づ
く
り
）
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
で

は
折
紙
で
箱
作
り
を
し
た
り
、
ア
ロ
マ
ハ
ン

ド
ク
リ
ー
ム
を
作
っ
た
り
、
黒
石
薬
局
や
訪

問
看
護
Ｓ
Ｔ
た
ま
ち
・
ち
と
せ
支
所
の
職
員

に
よ
る
健
康
講
話
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
ず
っ
と
近
場
を
歩
い
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
は
バ
ス
を
借
り
て
奥
入
瀬

渓
流
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
も

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
年
２
回
ず
つ
続
け
て
い
ま

す
。活

動
者
交
流
集
会
で
は
今
ま
で
に
２
回
、

新
聞
の
郵
送
を
手
配
り
に
換
え
る
作
業
を

し
、
昨
年
３
月
に
は
78
件
手
配
り
に
換
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

組
合
員
の
ニ
ー
ズ
は
何
か
、
何
を
し
た

ら
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
、
ど
う
し
た
ら
加

入
者
が
増
え
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
企
画
・
立
案
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

村
上
　
渡
　
専
務

８
名
の
総
代
の
方
か
ら
発
言
い
た
だ
い

た
。時

敏
の
石
田
総
代
か
ら
は
サ
テ
ラ
イ
ト

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
設
置
に
つ
い
て
、
こ
の
総
代

会
で
ど
の
よ
う
な
提
案
が
さ
れ
る
か
、
と
い

う
質
問
で
あ
っ
た
と
思
う
。

浅
利
総
代
か
ら
は
多
世
代
子
育
て
世
帯

の
参
加
を
促
す
親
子
企
画
と
い
う
の
は
、
具

体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
こ
と
と
、

健
生
エ
リ
ア
、
藤
代
健
生
病
院
の
経
営
改

善
、
具
体
的
な
改
善
策
に
つ
い
て
、
教
え
て

欲
し
い
と
い
う
質
問
で
あ
っ
た
と
思
う
。

サ
テ
ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、

率
直
に
今
の
段
階
で
言
え
る
の
は
、
な
か
な

か
実
現
困
難
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
要
因

と
し
て
は
、
や
は
り
医
師
の
確
保
、
医
師
を

サ
テ
ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
配
置
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
の
が
大
き
な
理
由
に
な

る
。
今
後
ど
う
な
の
か
の
展
望
を
話
す
の
も

お
示
し
す
る
の
も
難
し
い
状
況
だ
。
今
の
若

い
先
生
た
ち
が
２
年
間
の
初
期
研
修
を
終
え

る
と
外
に
専
門
医
の
資
格
を
取
る
た
め
に
研

修
に
行
く
。
中
間
の
世
代
が
ご
っ
そ
り
抜
け

て
い
る
状
況
だ
。
そ
の
方
々
が
研
修
を
終
え

て
帰
っ
て
来
て
い
た
だ
け
る
と
そ
う
い
っ
た

こ
と
も
展
望
で
き
る
か
と
思
う
。

多
世
代
子
育
て
世
帯
の
参
加
を
促
す
親

子
企
画
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
う
す
る
か
と

い
う
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
で
何
が
で
き
る

の
か
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
、
看

護
師
メ
イ
ン
で
子
育
て
支
援
カ
フ
ェ
を
や
っ

て
い
る
。
親
子
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
企

画
な
の
で
、
そ
こ
か
ら
組
合
員
に
つ
な
が
る

と
い
っ
た
こ
と
が
広
が
れ
ば
良
い
と
思
う
。

前
進
し
た
取
り
組
み
を
い
く
つ
か
支
部

か
ら
報
告
い
た
だ
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
活
動
を
し
っ
か
り
行
え
ば
結
果
が
つ
い

て
く
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
活

動
を
す
る
こ
と
と
外
か
ら
取
り
組
み
を
学

ぶ
。
和
徳
支
部
の
髙
松
総
代
か
ら
も
内
向
き

の
活
動
で
は
な
か
な
か
広
が
ら
な
い
。
外
か

ら
学
ん
で
ど
ん
ど
ん
町
内
会
、
町
会
長
と
の

つ
な
が
り
を
強
め
て
活
動
を
広
げ
た
と
い
う

発
言
が
さ
れ
た
。
ぜ
ひ
我
々
の
活
動
を
地
域

に
広
げ
る
と
い
う
提
案
を
し
た
が
、
具
体
的

な
実
践
と
い
う
こ
と
で
、
ぜ
ひ
い
ろ
ん
な
支

部
で
も
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
だ
。

五
所
川
原
の
高
橋
総
代
か
ら
は
、「
健
生

病
院
医
報
」
の
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
医
報
は
今
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
も
し
て
い
る
。
地
域

の
皆
様
に
見
て
い
た
だ
く
機
会
は
こ
れ
ま
で

な
か
っ
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
皆
さ
ん
も
勉
強
に
な
る
か
と
思
う
。

４
月
の
経
営
状
況
で
２
億
資
金
が
減
っ

た
の
は
事
実
。
そ
の
要
因
は
、
４
月
は
資
金

需
要
が
高
く
、
入
っ
て
来
る
報
酬
が
日
数
の

少
な
い
２
月
分
の
た
め
収
入
が
少
な
く
、
支

出
が
多
い
。
そ
も
そ
も
償
却
前
経
常
剰
余
と

い
う
獲
得
資
金
が
予
算
を
超
え
て
も
マ
イ
ナ

ス
の
状
態
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
の
資
金
減

少
に
な
っ
た
。
５
月
は
ま
だ
決
算
が
確
実
に

で
て
い
な
い
。
少
し
予
算
を
下
回
る
状
況
。

病
院
の
ベ
ッ
ド
が
空
い
て
い
た
り
で
、
収
益

が
予
算
に
届
か
な
い
。
費
用
も
予
算
を
超
え

そ
う
な
見
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
５
月
の
資

金
の
残
高
が
上
半
期
の
中
で
は
一
番
少
な
い

水
準
に
な
る
と
思
う
。
減
っ
て
は
い
る
が
今

の
と
こ
ろ
想
定
内
と
い
う
こ
と
で
、
予
算
を

着
実
に
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

す
る
と
資
金
の
減
少
も
防
げ
る
。
と
に
か
く

目
標
と
し
た
患
者
を
受
け
入
れ
る
。
目
標
と

し
た
費
用
の
削
減
を
実
行
す
る
積
み
重
ね
に

な
る
。

組
合
員
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
外
来

患
者
を
増
や
す
こ
と
は
あ
り
が
た
い
申
し
出

で
は
あ
る
が
、
医
師
体
制
の
問
題
で
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
期
待
に
す
べ
て
答
え
る
の
は
難

し
い
局
面
も
あ
る
。
い
ろ
ん
な
方
に
外
来
受

診
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
経
営
が
良
く
な
る
と

い
う
こ
と
を
声
高
ら
か
に
申
し
上
げ
る
よ
う

な
体
制
に
な
っ
て
い
な
い
。
ど
う
み
な
さ
ん

に
提
起
し
て
い
い
か
悩
ま
し
い
。
健
診
や
予

防
接
種
に
関
し
て
は
受
け
ら
れ
る
体
制
を
広

げ
る
努
力
は
し
て
い
る
。
そ
こ
は
積
極
的
に

活
用
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

経
営
を
支
え
る
意
味
で
は
出
資
金
を
増

や
し
て
い
た
だ
け
る
と
経
営
の
安
定
に
つ
な

が
る
。
４
課
題
の
達
成
は
数
を
追
う
の
で
数

だ
け
を
追
う
と
大
変
だ
。
ど
う
い
っ
た
活
動

を
し
た
結
果
そ
の
数
が
生
ま
れ
る
か
が
大

事
。
普
段
の
組
合
員
活
動
を
ぜ
ひ
充
実
さ
せ

て
い
ろ
ん
な
方
に
知
っ
て
参
加
し
て
、
結
果

的
に
出
資
金
が
増
え
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
経
営
的
な
支
え
に
繋
が
る
。

お
願
い
し
た
い
。

泉
谷
　
雅
人
　
事
務
局
長

健
生
病
院
の
経
営
改
善
の
具
体
的
な
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
昨
年
の
１
億
円
の
予

算
超
過
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
健
生
病

院
は
昨
年
の
下
期
10
月
か
ら
病
棟
再
編
を
行

い
、
多
く
の
患
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
取

り
組
ん
だ
。
前
半
の
上
半
期
に
つ
い
て
は

ベ
ッ
ド
が
空
い
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
昨

年
度
10
月
以
降
の
、
患
者
を
受
け
入
れ
る
状

況
を
、
今
年
度
は
１
年
通
し
て
行
う
の
と
い

う
の
が
、
一
番
大
き
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ

ら
に
救
急
車
も
市
立
病
院
が
な
く
な
っ
て
本

当
に
大
き
な
要
請
が
あ
る
中
で
、
申
し
訳
な

い
が
す
べ
て
を
受
け
入
れ
る
状
況
が
で
き
て

い
な
い
と
い
う
状
況
だ
。
そ
こ
で
し
っ
か
り

回
転
を
高
め
て
、
よ
り
早
め
に
退
院
で
き
る

よ
う
な
治
療
と
、
多
く
の
患
者
さ
ん
を
受
け

入
れ
て
い
く
こ
と
を
今
年
度
の
目
標
に
し
て

い
る
。

あ
と
は
、
組
合
員
や
地
域
の
方
の
健
診

を
よ
り
多
く
受
け
入
れ
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
午
前
し
か
健
診
は
や
っ
て
い
な
い
が
、

今
年
度
か
ら
午
後
健
診
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
多
く
の
方
の
健

診
を
受
け
入
れ
て
保
健
予
防
活
動
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
。

一
番
重
要
な
の
は
在
宅
。
月
10
件
ず
つ

増
や
し
て
い
く
目
標
に
し
て
い
る
。
チ
ラ
シ

を
配
っ
て
多
く
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
在
宅
は
国
の
政
策
で
も
病
床
削
減

し
て
在
宅
の
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
経
費
削

減
も
今
計
画
し
て
い
る
。
多
く
の
経
費
削
減

と
増
収
策
で
今
年
度
の
経
営
改
善
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

奥
瀬
　
昭
彦
　
藤
代
健
生
病
院
事
務
長

藤
代
健
生
病
院
で
大
変
な
の
は
医
師
問

題
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
現
在
11
名
い
た
医

師
が
、
今
日
現
在
医
局
医
は
４
名
と
い
う
状

況
で
あ
る
。
様
々
個
別
に
諸
事
情
に
よ
り
医

師
の
退
職
も
あ
っ
て
、
少
数
精
鋭
で
頑
張
っ

て
い
る
。
我
々
は
医
師
の
紹
介
業
者
を
頼
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
医
師
の

紹
介
業
者
に
も
相
談
し
な
が
ら
獲
得
し
よ
う

と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
獲
得
が
成
功
す
る
と

急
性
期
治
療
病
棟
は
53
床
あ
っ
て
、
医
師
３

名
担
当
し
て
い
る
が
、
医
師
１
名
16
床
ま
で

と
い
う
算
定
要
件
が
あ
る
の
で
、
53
床
あ
る

う
ち
48
床
ま
で
し
か
入
院
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
医
師
１
名
獲
得
で
き
る
と
53
床
ま
で

入
院
で
き
る
。
１
日
平
均
53
名
で
１
日
当
た

り
13
万
ほ
ど
の
収
益
増
に
つ
な
が
る
。
医
師

体
制
が
確
実
に
な
る
と
入
院
の
加
算
料
も
ワ

ン
ラ
ン
ク
上
の
加
算
を
算
定
を
展
望
で
き
る
。

固
定
費
を
下
げ
る
努
力
を
し
、
少
し
で

も
経
営
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

村
上
　
渡
　
専
務

高
橋
総
代
の
発
言
に
つ
い
て
。

中
長
期
計
画
は
今
回
の
資
料
に
掲
載
し

て
い
な
く
て
申
し
訳
な
い
。
し
っ
か
り
理
事

会
に
確
認
し
た
も
の
は
ま
だ
な
い
。
今
の
予

算
の
到
達
を
踏
ま
え
て
理
事
会
確
認
が
で
き

て
い
な
い
が
常
務
理
事
会
の
中
で
は
素
案
が

あ
る
状
態
。
中
長
期
計
画
は
大
変
重
要
で
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
安
心
で
き
る
計
画
を

し
っ
か
り
つ
く
っ
て
皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
。

伊
藤
　
真
弘
　
理
事
長

細
か
な
事
業
計
画
も
含
め
た
中
長
期
の

計
画
は
き
ち
っ
と
し
た
形
で
示
す
も
の
は
ま

だ
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

全
日
本
民
医
連
の
経
営
部
の
調
査
に
合

わ
せ
、
昨
年
総
代
会
に
出
し
た
数
年
か
け
て

必
要
利
益
に
届
く
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
し
た
10

年
間
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
ベ
ー
ス
（
要
す

る
に
現
金
が
ど
う
回
っ
て
い
く
か
）、
10
年

間
の
中
長
期
計
画
を
立
て
ま
す
と
、
い
わ
ゆ

る
月
商
倍
率
、
自
分
た
ち
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の

動
き
が
非
常
に
リ
ス
ク
が
高
い
（
現
金
が
な

く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
リ
ス
ク
の
高

い
）
水
準
の
期
間
が
お
よ
そ
３
年
か
ら
４
年

続
く
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
こ
と
を
元

に
し
て
全
日
本
も
１
年
で
必
要
利
益
に
届
く

よ
う
な
計
画
を
立
て
た
ら
ど
う
か
。
と
い
う

こ
と
で
立
て
た
の
が
今
回
の
予
算
に
つ
な
が

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ベ
ー
ス
の
中
長
期
の
事
業
計

画
だ
。
ま
だ
完
全
に
確
定
し
て
い
な
い
。
総

代
会
に
出
せ
る
形
に
な
っ
て
い
な
い
。
ご
指

摘
は
も
っ
と
も
だ
。
藤
代
健
生
も
だ
い
ぶ
老

朽
化
し
て
い
る
。
何
ら
か
の
形
で
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
も
一

応
事
業
の
展
開
の
中
で
は
念
頭
に
お
い
て
い

る
10
年
間
の
計
画
。
す
べ
て
の
事
業
所
の
建

て
替
え
ま
で
は
全
部
組
み
込
め
て
い
な
い
の

が
実
情
だ
。
今
年
の
予
算
の
遂
行
状
況
を
み

な
が
ら
早
く
お
示
し
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

（
４
面
か
ら
つ
づ
く
）➡
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支部総会支部総会

７/25
（金）　

岩木支部
支部レク

●康楽館
　小坂町

月　日 支部名 実施場所 時　間
７月４日（金）文京支部 コープ西弘店

イートイン 10：00－11：30

７月10日（木）藤崎支部 ふじさき
食彩テラス 10：30－12：00

７月18日（金）浪岡支部 いとく浪岡店
イートイン 10：00－11：30

７月28日（月）尾上支部 もてなしロマン館 10：00－11：30

「医療制度崩壊はどこまで進む？　国保を例に」「医療制度崩壊はどこまで進む？　国保を例に」

会場：津軽保健生協会館　２Ｆ
申込先：津軽保健生協組織部（0172-35-8933）

　2025 年 7 月 26 日（土）10：00 ～生協会館 2階
ホールにて、「医療制度崩壊はどこまで進む？　国
保を例に」と題して、社保平和委員会主催の学習会
を開催致します。講師は髙松利昌さんをお迎えします。
　沢山の参加をお待ちしております。
　参加希望の方は、組織部　佐々木まで
� 社保平和委員会（組織部）0172－35ー8933

ストレッチ教室予定表
－１回のみの参加もOKです－

講話のリクエスト募集中 ！！ ９月10月も予定しています。

日　程 ９時30分～10時　ミニ講話
第６回 ７月  7日（月）糖尿病について
第７回 ７月14日（月）わんわんパトロール隊について
第８回 ７月19日（土）帯状疱疹、なんでも健康相談
第９回 ７月28日（月）フットプリント・アンケート記入

　こんにちは。この度、2025 年４
月から健生病院小児科で働くことと
なりました、藤岡彩夏と申します。
青森市出身で、津軽弁は聞くのも話
すのも得意です。これまでは、弘前
大学医学部附属病院と、弘前総合医
療センターの小児科で働いてきてお
りました。当科では、一般的な、風
邪や胃腸炎などの感染症の他、てん
かん、発達障害、体の成長について、
アレルギー等、子どもの病気、悩み
について幅広く対応しております。
　現在私は、小学３年生の長男、小
学２年生の次男を育てております。
2人とも、とても元気で、仲良く遊
んでいたかと思えば、激しいケンカ
をして学校から電話がかかってくる
こともある、やんちゃ盛りです。こ
れでもまだ手がかからなくなった方
で、小さい頃は更に、目を離せない
大変な子たちでした。赤ちゃんの頃
は、夜泣きが激しく、夜中の 2時
から朝の 6時まで抱っこし続ける
日があったり。離乳食を嫌がり号泣
しながら食事用のイスから脱走した
り。急に真っ青になってけいれんし
たこともありました。少し大きくな
り、皆が話し始める年齢になっても
中々言葉が出てこなかったり。そう
かと思えば、急にたくさんの車の名
前を連呼し始めて、でも会話はうま
くできなかったり。熱を出してほと

んど何も食べなくなったかと思った
ら、元気になって走り回って前歯が
欠けるようなケガをしてみたり。た
くさん、たくさんありました。
　小児科での診療にあたり、今まで
学んだ医学知識を動員し、他の医師
からの話を聞き、文献を読み、最適
な対応ができるよう、日々情報を
アップデートしています。しかし、
それだけでなく、子どもを持つ親と
して、皆さんのお役に立てる面もあ
るのではないか、と考えています。
先に述べた通り、うちの子どもたち
には、色々と手のかかる大変な部分
がありました。かわいいと思う気持
ちだけでは抑えきれない辛さもあり
ました。ですので、同じような辛さ
を抱えた親御さんと、気持ちを共有
し、進んでいく方法を考えていくこ
ともできるのではないか、と思って
います。また、子育てをしていく中
で、育児に使える便利なグッズには
どんなものがあるのか、近くで子ど
もたちが楽しく遊べる場所にはどこ
があるのか、そういった情報を得る
こともできました。直接的には医学
とは関係のないお話ですが、そう
いった意味でも皆さんのお力になれ
ればと考えています。どうぞよろし
くお願いいたします。

小児科医として、親として
健生病院　小児科　藤岡　彩夏

⑱⑱

5 月 13 日　文京支部　16 名

5月 14 日　小泊支部　7名

5月 31 日　浪岡支部　34 名

5月 24 日　和徳支部　25 名

5月 21 日　東中支部　23 名

5月 28 日　大成支部　16 名

5月 27 日　下町支部　16 名5月 24 日　板柳支部　25 名

5月 24 日　五中支部　29 名

5月 21 日　時敏支部　18 名5月 19 日　河西支部　21 名

5月 14 日　藤崎支部　14 名 5月 17 日　常盤支部　21 名

5月 14 日　鶴田支部　14 名

5月 10 日　北支部　13 名
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応
募
方
法

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

（
答
え
）
に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

　
「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、
日
頃
の
想

い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
を
ご
記
入
下
さ

い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
７
月
20
日
必
着
。
正
解
者
か
ら
10

人
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　

〒
０
３
６

－

８
０
４
５

　

弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　

津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

kenkou@
tsugaru-health.coop

第
747
号
（
６
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
チ
チ
ノ
ヒ
＝
父
の
日
」

抽
選
で
次
の
10
名
の
方
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ

カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

（
弘　

前　

市
）�

齋
藤　

順
子

　
　
　
　
　

桜
庭　

恵
子

（
青　

森　

市
）�

鎌
田　

敏
子

　
　
　
　
　

西
塚
佐
登
志

（
黒　

石　

市
）�

鈴
木　

明
彦

（
平　

川　

市
）�

角
田
萬
理
子

（
五
所
川
原
市
）�

高
橋
せ
い
子

（
大　

鰐　

町
）�

工
藤
恵
美
子

（
板　

柳　

町
）�

成
田
美
智
子

（
田
舎
館
村
）�

中
山
百
合
子

《ヒント》（５文字）
お―は何を　　
　贈りましょうか？

当選者は９月号に発表

ピ

イ
ノ
チ

ア
カ
ツ
キ

ノ

シ

ヒ

チ
ユ
ウ
カ

シ
ア
ン

ゲ

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

２
本
屋
さ
ん
が
減
り
、

―
も
で
き
ま
せ
ん

３
“

―
か
ら
目
薬
”

４
蚊
取
線
香
は
こ
の
形
を
し
て
い
ま
す
ね

５
な
ん
で
だ
ろ
う
、
と

―
を
抱
く

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

１
宴
会
や
酒
盛
り
、
打
ち
上
げ

４
チ
ョ
ウ
チ
ョ
が
サ
ナ
ギ
か
ら

―
す
る

５
入
浴
時
間
が
短
い
と
カ
ラ
ス
の

―
と
言
わ
れ
ま
す

６
脱
穀
前
の
お
米

７
慶
應
義
塾
を
開
設
。
福
沢

―

　
朝
か
ら
五
月
晴
れ
で
良
い

一
日
に
な
る
予
感
が
し
ま
し

た
。
定
員
19
名
の
バ
ス
は
満

席
で
、
予
定
通
り
午
前
８
時

に
健
生
黒
石
診
療
所
を
出
発

し
ま
し
た
。

　
奥
入
瀬
に
着
き
「
雲
井
の

流
れ
」
付
近
か
ら
歩
き
始
め

ま
し
た
。
滑
ら
な
い
よ
う

に
、
転
ば
な
い
よ
う
に
用
心

し
つ
つ
渓
流
に
目
を
や
る

と
、
雪
解
け
で
水
量
が
多

く
、
力
強
い
流
れ
で
す
。
イ

チ
リ
ン
ソ
ウ
や
エ
ン
レ
イ
ソ

ウ
な
ど
の
山
野
草
も
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
銚

子
大
滝
ま
で
の
２
・
７
キ
ロ

を
80
分
ほ
ど
か
け
て
ゆ
っ
く

り
歩
き
ま
し
た
。
空
気
が
爽

や
か
で
し
た
。
転
ん
だ
り
怪

我
を
し
た
り
と
い
う
人
が
い

な
く
て
良
か
っ
た
！

　
帰
り
、「
奥
入
瀬
渓
流
温

泉
ス
キ
ー
場
」
シ
バ
ザ
ク
ラ

の
丘
に
寄
り
ま
し
た
。
ほ
と

ん
ど
の
人
が
お
疲
れ
モ
ー
ド

で
頂
上
ま
で
登
る
気
力
、
体

力
が
な
く
途
中
で
断
念
。
し

か
し
、
見
る
だ
け
で
人
を
圧

倒
さ
せ
る
見
事
な
景
色
で
し

た
。圧
巻
！
ワ
ク
ワ
ク
し
た

良
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
翌
日
、
初
参
加
の
男
性
か

ら
「
昨
日
は
楽
し
か
っ
た
。

８
月
の
支
部
レ
ク
（
八
戸
三

社
大
祭
行
き
）
も
夫
婦
で
参

加
し
ま
す
。」
と
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

が
次
に
つ
な
が
っ
た
と
嬉
し

く
な
り
ま
し
た
。

�
（
理
事
・
阿
部
陽
子
）

　
５
月
28
日
（
水
）
の
午
後

に
「
２
０
２
５
年
度
健
生
大

会
」
が
健
生
病
院
会
議
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
健
生
大

会
と
は
、
健
生
病
院
・
健
生

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
職
員
一
同
が

前
年
度
の
経
営
到
達
・
振
り

返
り
と
今
年
度
の
重
点
課

題
・
予
算
編
成
な
ど
、
今
後

の
医
療
活
動
の
方
針
を
確
認

す
る
重
要
な
行
事
と
し
て
毎

年
開
催
を
し
て
い
ま
す
。
今

年
の
健
生
大
会
は
約
２
０
０

名
の
職
員
と
南
支
部
・
五
中

支
部
・
三
大
支
部
か
ら
３
名

の
組
合
員
・
理
事
が
会
場
へ

集
ま
り
、
さ
ら
に
昨
年
同
様

会
場
と
各
職
場
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
つ
な
ぎ
業
務
で
会
場
参

加
が
で
き
な
い
職
員
も
Ｗ
Ｅ

Ｂ
参
加
が
で
き
る
形
式
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
内
容
は
大
き
く
分

け
て
「
２
０
２
５
年
度
医
療

活
動
方
針
・
経
営
到
達
と
今

年
度
予
算
概
要
・
津
軽
保
健

生
協
の
法
人
全
体
活
動
方

針
・
重
点
方
針
の
推
進
」
を

行
い
ま
し
た
。

　
２
０
２
５
年
度
の
健
生
エ

リ
ア
医
療
活
動
方
針
は
竹
内

病
院
長
よ
り
、
①
生
協
組
合

員
と
と
も
に
人
権
を
尊
重

し
、
貧
困
・
戦
争
反
対
の
社

保
平
和
活
動
②
医
療
安
全
・

心
理
的
安
全
性
・
チ
ー
ム
医

療
③
業
務
改
善
・
働
き
方
改

革
・
医
療
Ｄ
Ｘ
の
３
つ
を
確

認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
津
軽

保
健
生
協
の
全
体
の
経
営
状

況
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
喫

緊
の
課
題
と
し
て
最
重
点
課

題
で
あ
る
こ
と
が
法
人
専
務

理
事
・
病
院
長
・
病
院
事
務

局
長
よ
り
提
起
さ
れ
ま
し

た
。
人
件
費
・
水
道
光
熱
費

を
は
じ
め
と
し
た
す
べ
て
の

経
費
の
増
大
が
法
人
全
体
の

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
大
き

な
要
因
で
す
。
一
方
で
収
益

の
大
半
を
占
め
る
診
療
報
酬

は
昨
年
の
改
定
の
影
響
に
よ

り
、
物
価
の
上
昇
に

対
し
収
益
が
追
い
付

か
な
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
こ
の
１
年
間

の
取
り
組
み
を
各
部

門
よ
り
発
表
が
あ

り
、
医
療
安
全
部
門

か
ら
は
年
間
の
イ
ン

シ
デ
ン
ト
報
告
の
件

数
が
多
か
っ
た
部
署

へ
表
彰
を
し
ま
し

た
。
イ
ン
シ
デ
ン
ト

と
は
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
一

歩
手
前
に
あ
る
状
態
を
指

し
、
事
故
な
ど
の
危
機
が
発

生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態

を
広
く
言
い
ま
す
。
通
常
業

務
を
行
う
う
え
で
発
生
し
た

イ
ン
シ
デ
ン
ト
を
報
告
す
る

文
化
を
形
成
す
る
こ
と
で
現

在
の
運
用
が
正
し
い
か
を
評

価
し
、
医
療
事
故
（
ア
ク
シ

デ
ン
ト
）
を
防
ぐ
こ
と
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は
、「
課
題
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
よ
く

わ
か
っ
た
」「
組
合
員
・
理

事
の
方
の
参
加
が
あ
り
よ

か
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
国
民
の
生
活
背
景
は
、
物

価
高
騰
を
は
じ
め
格
差
と
貧

困
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い

く
情
勢
で
す
が
、
必
要
な
方

が
必
要
な
医
療
・
介
護
を
受

け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
健
生
大
会
の
紹
介
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
組

合
員
の
皆
様
、
今
年
度
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

（
健
生
病
院

事
務
局
次
長・

�

波
多
野
宏
行
）

　前号の紙おむつ等の支給に係る記事で、弘前市の例に誤りがありました。
以下のとおり訂正してお詫び申し上げます。正しくは、支給月が４月、８月、
１２ 月の年３回で支給品目はテープ止めタイプの紙おむつＭ・Ｌ、尿取りパッ
ドから一つです。
　また、支給対象は満 ６５ 歳以上の寝たきりの方です。詳しくは市のホームペー
ジの「寝たきり高齢者等への紙おむつ支給」をご覧ください。

自治体名 支援内容 対　　象

弘前市
掛布団、敷布団、毛布または丹前のいずれ
か各１枚ずつ、合計３枚までの丸洗い・乾
燥・殺菌消毒。費用は無料。

自宅で生活をしている、おおむね65歳以上
の寝たきりの人。
※今年度の受付は８月１日（金）まで

黒石市
掛布団、敷布団、毛布、枕の洗濯、乾燥及
び消毒。掛布団１枚230円、敷布団200円、
毛布70円、枕40円。年４回まで。

市民税非課税世帯に属する65歳以上の在宅
高齢者で要介護４または５の人。

つがる市 布団1組1回水洗い1,000円、乾燥消毒300
円。月1回。

寝具の衛生管理が困難な下記の方
寝たきりの高齢者、重度身体障がい者等。

西目屋村

専門業者による掛け布団、敷布団、毛布、
枕の水洗い料（乾燥・消毒含む）の費用補
助。利用者負担額は掛け布団１枚 424 円、
敷布団 400 円、毛布 109 円、枕 36 円。

65歳以上の高齢者で次のいずれかに当ては
まる方。
1）要介護４または要介護５の認定を受けて

いる方。
2）身体障害者手帳１級または２級を所持し

ている方のうち、体幹または下肢不自
由の方（65歳以上の世帯に限ります）。

ご存じですか？寝具の丸洗いサービス
　「寝たきり高齢者寝具丸洗いサービス」を実施している自治体があります。
弘前市の場合、自宅で生活をしているおおむね ６５ 歳以上の寝たきりの方が
対象です。その他、黒石市、西目屋村、つがる市でも同様の事業を実施して
いますが、利用条件や実施時期異なります。ご希望の方は、各市町村の高齢
者福祉窓口へお問い合わせください。

弘前市の介護保険を良くする会（代表幹事：木村　宗一郎）

２
０
２
５
年
度

健
生
大
会
を
ふ
り
か
え
っ
て５

／
28

黒
石
支
部

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
～
初
夏
の
奥
入
瀬
を
歩
く

５
／
29
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父
の
日
が
来
る

父
の
日
が
来
る

板
柳
町　

ひ
ま
わ
り　

板
柳
町　

ひ
ま
わ
り　

　

も
う
す
ぐ
父
の
日
で
す

ね
。
父
が
亡
く
な
っ
て
も
う

30
年
。
私
も
父
が
亡
く
な
っ

た
年
齢
と
同
じ
に
な
り
ま
し

た
。
父
が
身
を
も
っ
て
教
え

て
く
れ
た
健
康
に
気
を
つ
け

精
一
杯
命
に
感
謝
し
て
人
生

を
楽
し
ん
で
生
き
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

冷
し
中
華

冷
し
中
華

弘
前
市　

て
く
て
く

弘
前
市　

て
く
て
く

　

今
年
も
こ
の
季
節

が
や
っ
て
来
た
。
近
所

の
製
麺
所
ま
で
徒
歩

10
分
。
中
華
麺
と
冷
や

し
中
華
の
タ
レ
を
購

入
。
麺
を
程
良
く
ゆ
で

た
ら
冷
水
で
締
め
て

大
皿
へ
…
…
。
麺
は
シ

コ
シ
コ
、
甘
酸
っ
ぱ
さ

が
涼
気
を
そ
そ
る
。
ま

さ
に
至
福
の
時
。

フ
ク
ロ
ウ
？

フ
ク
ロ
ウ
？

黒
石
市　

鈴
木　

明
彦

黒
石
市　

鈴
木　

明
彦

　

昨
夜
、
今
年
初
の
フ

ク
ロ
ウ
？ 

ミ
ミ
ズ
ク
？ 

の
鳴
き
声
を
聞
き
ま

し
た
。
昨
年
も
今
頃
鳴

い
て
い
た
の
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
夜
中
に

カ
ッ
コ
ウ
の
鳴
き
声

も
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の

鳴
き
声
に
反
応
し
た
我
が
家

の
ネ
コ
も
鳴
き
だ
し
て
に
ぎ

や
か
す
ぎ
で
す
。

復
活
し
ま
し
た

復
活
し
ま
し
た

黒
石
市　

大
平
論
史　

黒
石
市　

大
平
論
史　

　

津
軽
保
健
生
協
さ
ん
の
お

か
げ
で
、
元
気
に
な
り
ま
し

た
。
一
生
感
謝
で
す
。
あ
り

が
と
う
。

「
ご
存
じ
で
す
か
？
」

「
ご
存
じ
で
す
か
？
」

弘
前
市　

對
馬　

肇
子

弘
前
市　

對
馬　

肇
子

　

他
市
町
村
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
取
り
組
み
の
比
較
を
、

興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
申

請
す
る
こ
と
で
受
け
れ
る

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。

佐
藤
医
師
の
コ
ラ
ム

佐
藤
医
師
の
コ
ラ
ム

平
川
市　

古
川　

進　

平
川
市　

古
川　

進　

　

産
科
の
医
療

の
目
ま
ぐ
る
し

い
変
化
に
つ
い

て
を
読
み
、
な

る
ほ
ど
と
共
感

し
ま
し
た
。
私

も
シ
ニ
ア
世
代

に
突
入
し
最
近

の
Ａ
Ｉ
や
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス

な
ど
、
自
身
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

が
間
に
合
わ
ず

遅
れ
を
取
っ
て

お
り
、
時
々
自

己
嫌
悪
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て

最
後
に
は
「
お

山
の
虹
」
の
記

事
を
借
り
て
、

「
そ
れ
で
も
私

は
生
き
て
い
る

だ
け
で
価
値
が

あ
る
こ
と
」
そ

の
言
葉
に
癒
さ
れ
ま
す
。

班
会
楽
し
そ
う

班
会
楽
し
そ
う

板
柳
町　

か
っ
こ
う　

板
柳
町　

か
っ
こ
う　

　

班
会
の
皆
さ
ん
の
体
を
使

っ
た
り
頭
を
使
っ
た
り
の
楽

し
そ
う
な
活
動
を
み
て
、
笑

い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

で
し
た
。
ま
た
コ
ラ
ム
の

「
人
生
の
扉
」
の
歌
、
確
か

に
い
い
よ
な
。

岩
木
山
で
す

岩
木
山
で
す

平
川
市　

岩
井　

昌
子　

平
川
市　

岩
井　

昌
子　

　

他
県
の
５
歳
の
孫
の
一

言
。「
ば
あ
ば
、
富
士
山
見

え
て
る
よ
。
き
れ
～
い
‼
」

ば
あ
ば
は
、
そ
の
一
言
が

と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
の

で
す　

ウ
フ
フ
。

娘
の
配
慮

娘
の
配
慮

弘
前
市　

石
岡　

裕
樹

弘
前
市　

石
岡　

裕
樹

　

父
の
日
に
は
、
毎
年
娘
か

ら
ビ
ー
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
続
く
の

も
お
互
い
に
健
康
で
い
ら
れ

る
か
ら
で
す
ね
。
酒
量
に
気

を
つ
け
、
今
年
も
お
い
し
く

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。津

軽
保
健
の
活
動

津
軽
保
健
の
活
動

田
舎
館
村　

成
田　

愛
弓　

田
舎
館
村　

成
田　

愛
弓　

　

弘
前
市
役
所
で
の
「
健
康

チ
ェ
ッ
ク
」
が
良
い
試
み
だ

と
思
い
ま
し
た
。
用
事
が

あ
っ
て
訪
れ
た
人
が
つ
い
で

に
で
き
る
の
で
便
利
で
す
。

花
の
１
年
生

花
の
１
年
生

弘
前
市　

チ
ャ
ン
ユ
ラ　

弘
前
市　

チ
ャ
ン
ユ
ラ　

　
「
す
く
す
く
エ
ン
ジ
ェ

ル
」
に
載
っ
た
時
は
赤
ち
ゃ

ん
だ
っ
た
私
も
、
小
学
校
１

年
生
に
な
り
ま
し
た
。
大
き

な
病
気
も
し
な
い
で
元
気
に

楽
し
く
小
学
校
に
通
っ
て
い

ま
す
。

毎
号
楽
し
み

毎
号
楽
し
み

藤
崎
町　

相
坂
眞
貴
子　

藤
崎
町　

相
坂
眞
貴
子　

　

い
つ
も
「
健
康
」
を
楽
し

く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。「
読
者
サ
ロ
ン
」

で
皆
さ
ん
の
日
々
の
楽
し
い

こ
と
と
か
、
こ
れ
か
ら
も
良

い
ニ
ュ
ー
ス
を
！

好
き
な
野
球

好
き
な
野
球

平
川
市　

奈
良　

喬

平
川
市　

奈
良　

喬

　

左
足
を
骨
折
、
好
き
な
野

球
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
チ
ー
ム
の
監
督
（
78

歳
）
と
し
て
試
合
に
は
参

加
。
先
週
青
森
市
の
古
希
以

上
の
チ
ー
ム
の
試
合
で
、
メ

ン
バ
ー
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
、
今
年
度
の
初
勝
利
を
あ

げ
ま
し
た
。
全
員
を
ほ
め
て

あ
げ
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
喜
寿
よ

も
う
す
ぐ
喜
寿
よ

平
川
市　

ヨ
ッ
チ
ン　

平
川
市　

ヨ
ッ
チ
ン　

　

４
月
か
ら
生
協
の
お
仲
間

に
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
２
日
か
ら
お
仕

事
を
見
つ
け
ま
し
た
。
も
う

す
ぐ
喜
寿
に
な
る
け
ど
健
康

に
気
づ
か
い
な
が
ら
頑
張
る

つ
も
り
で
す
。

キ
ャ
ン
プ
が
目
標

キ
ャ
ン
プ
が
目
標

弘
前
市　

る
る
あ
お　

弘
前
市　

る
る
あ
お　

　

愛
犬
と
お
で
か
け
す
る
季

節
と
な
り
、
週
末
は
ド
ッ
グ

カ
フ
ェ
や
ド
ッ
グ
ラ
ン
で
大

忙
し
。
今
夏
の
目
標
は
犬
た

ち
と
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
こ
と
。

来
年
で
閉
校
に

来
年
で
閉
校
に

青
森
市　

鎌
田　

敏
子　

青
森
市　

鎌
田　

敏
子　

　

本
郷
小
学
校
の
運
動
会
に

出
か
け
ま
し
た
。
雨
の
た
め

体
育
館
で
行
わ
れ
、
１
日
お

い
て
徒
競
走
が
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
か
れ
ま
し
た
。
体
育
館

で
は
小
学
生
中
心
に
保
育

園
、
婦
人
会
、
町
内
会
ほ
か

村
全
体
の
運
動
会
で
し
た
。

徒
競
走
で
は
日
頃
の
子
供
た

ち
の
頑
張
る
姿
が
目
に
焼
き

つ
い
て
い
ま
す
。
他
校
と
一

緒
に
な
っ
て
も
が
ん
ば
れ
！

５
月
度
臨
時
理
事
会

�

５
月
13
日

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

⃝

第
１
０
０
回
通
常
総
代
会
議

案
書

⃝

専
務
理
事
人
事
に
関
す
る
提

案
　
〔
協
議
事
項
〕

⃝

第
１
０
０
回
通
常
総
代
会
特

別
決
議
（
案
）

⃝

第
１
０
０
回
通
常
総
代
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
（
案
）

５
月
度
臨
時
理
事
会

�

５
月
19
日

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

⃝

２
０
２
５
年
度
役
員
報
酬
額

に
つ
い
て

⃝

「
役
員
報
酬
の
承
認
に
関
す

る
件
」
の
提
案

５
月
度
臨
時
理
事
会

�

５
月
26
日

【
報
告
事
項
】

⃝

第
２
回
役
員
報
酬
審
議
会

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

⃝

２
０
２
５
年
度
役
員
報
酬
額

の
提
案

５
月
度
定
例
理
事
会

�

６
月
３
日

【
報
告
事
項
】

⃝

５
月
度
の
主
な
経
過
報
告
と

６
月
・
７
月
・
８
月
の
主
な

行
事
予
定

⃝

専
門
委
員
会
報
告

⃝

４
月
度
の
月
次
仮
決
算
報
告

⃝

４
月
度
の
組
合
員
活
動
報
告

⃝

青
森
県
医
療
事
業
協
同
組
合

理
事
会
報
告

⃝

青
森
県
生
活
協
同
組
合
連
合

会
理
事
会
報
告

⃝

第
２
回
表
彰
選
考
委
員
会
報

告
書

⃝

２
０
２
４
年
度
決
算
監
査
報

告
書
（
監
事
監
査
報
告
書
）

⃝

２
０
２
４
年
度
決
算
所
見

（
公
認
会
計
士
に
よ
る
決
算

所
見
）

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

⃝

理
事
長
職
務
代
行
順
位
の
提

案

⃝

人
事
の
提
案
（
健
生
病
院
事

務
局
長
）

　
〔
協
議
事
項
〕

⃝

経
営
関
係

１
）
４
月
度
の
月
次
決
算
報

告
書
（
報
告
事
項
１
―

③
）

⃝

第
１
０
０
回
通
常
総
代
会
関

連

⃝

第
１
０
０
回
通
常
総
代
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
（
案
）

⃝

特
別
決
議
（
案
）

⃝

第
１
０
０
回
通
常
総
代
会
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
案
）

【
資
料
共
有
】

⃝

健
生
エ
リ
ア
２
０
２
５
年
度

経
営
方
針
（
職
員
向
け
資
料
）

⃝

日
本
医
師
会
と
６
病
院
団
体

の
合
同
声
明
（
２
０
２
５
年

３
月
）

１人分　エネルギー 191kcal 塩分　1.5g

＜材料４人分＞
長なす６本　サラダ油小さじ２
< トマトソース＞にんにく１かけ　オ
リーブオイル大さじ１　玉ねぎ 1/2
個　トマト３個　イタリアンハーブ
ミックス小さじ２　塩小さじ１　オ
リーブオイル大さじ２　パセリ４ｇ
＜作り方＞
先にトマトソースを作る。別のフライ
パンでなすを焼き、トマトソースをか
らませる。
下準備：にんにくはつぶす。玉ねぎは
みじん切り。トマトは一口大にカット。
❶厚手の鍋にオリーブオイル大さじ１
とにんにくを入れて中火で熱し、香り
がたったら玉ねぎを加えてしんなりと
するまで炒め、トマトとイタリアン
ハーブミックスを加え炒め合わせる。

❷弱めの中火でときどき混ぜながら水
分がほとんどなくなるまで煮込み、塩
で味をととのえる。
❸火を止め、オリーブオイル大さじ２
を加えてトマトソースが完成。
❹なすは縦半分にカットし切れ目を入
れ、サラダ油を熱したフライパンで両
面を焼く。
火を止め、トマトソースを入れてから
める。
❺器に盛り付け、刻んだパセリを散ら
す。

トマトソースは塩こしょうでソテーし
た鶏肉にかけたり、パスタのソース、
またはスープのベースなどいろんなア
レンジができますので便利です。

なすのトマトソース炒め
～なすとトマトは夏野菜の代表選手！～

☆献立紹介…
藤代健生病院栄養科
管理栄養士

町田　環


